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研究成果の概要 

本研究課題では、軟膜付近に存在するアストロサイトに焦点をあて、病態時の髄液環境変化が個体に及

ぼす影響を解析し、全身性に感覚異常を伴う慢性疾患のメカニズム解明を目指す。フェーズ 1では特に

脊髄に焦点を当て、同アストロサイトの生理および病態時の役割解明を目的とする。本目的を達成する

ために、まずはどのような刺激に対して軟膜アストロサイトが応答性を示すのかについて把握する必

要がある。そこで本年度は、末梢に種々の侵害刺激、炎症、神経損傷などを加えたモデルマウスを作製

し、以下の成果を得た。 

 

1. 種々の刺激の中でも特に末梢炎症を惹起した際に、軟膜アストロサイトにおいて細胞応答が観察さ

れた。 

2. 末梢炎症時に一過性の痛覚過敏を含む種々の行動変化が観察された。また、他の行動変化と比較し

て痛覚過敏は鋭敏な生体応答である可能性を見出した。 

3. 種々の遺伝子改変マウスを用いて、レポータータンパク質発現の誘導条件を細かく検証し、同アス

トロサイトの形態解析に資する実験条件の改良を進めている。 

 

次年度以降の解析では、末梢炎症モデルにおいて痛覚過敏が出現するメカニズム解明を目指す。さら

に、髄液環境の変化にも着目しながら、軟膜アストロサイトの生体応答への寄与について明らかにす

る。 
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